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行政報告（村上町長）

　ウクライナ情勢の長期化、円安
の進行等により、燃料や食料・日
用品など、物価の高騰が続いてい
ることから、町民皆さんの生活を
支援し、地域経済の活性化を図る
ため、町民１人あたり５千円分の
商品券を無料配布します。
　商品券は７月下旬までに各ご家
庭に届くよう準備を進めており、
利用期間は、８月１日から10月31
日まで、町内１５３件の登録店舗
で利用できます。

　この度の「ホタテ貝無料配布」
につきましては、今年度実施する
ホタテ漁業船の建造や外国人乗組
員宿舎の整備など、これまでの町
からの支援に対し、枝幸漁業協同
組合が感謝の気持ちとして実施す
るものであります。
　６月22日は、枝幸市街地区を除
く各地区において、水揚げされた
ばかりのホタテ貝が１世帯につき
25枚配られ、皆さんにおかれまし
ては、新鮮なオホーツク枝幸ホタ
テを堪能されたものと思います。
※枝幸市街地区については、６月
　29日に配布されました。

　４月29日付けで発令された春の
叙勲において、消防功労関係で、
下間豊氏の功績が認められ、「瑞
宝単光章」を受賞されました。
　下間氏は、平成元年５月に消防
団に入団以来、分団長を経て34年
余の長きにわたり、地域住民の生
命や財産を火災から守り、消防団
員の資質向上にご尽力された功績
によるものであります。
　この輝かしい栄誉を心からお祝
い申し上げます。

　５月18日をもって、令和３年８
月に発生した死亡事故以来、様々
な交通安全への啓発・実践により、
無事達成することができました。
　５月29日には、枝幸町地域安全
推進協議会と共催のもと「枝幸町
民交通安全の集い」を開催し、北
海道交通安全推進委員会から枝幸
町地域安全推進協議会への表彰状
や、町内の
交通安全啓
発にご尽力
された方々
へ感謝状が
贈呈されま
した。

オホーツク枝幸活力商品券発行事
業について

枝幸町の交通事故死ゼロ1000日
の達成について

叙勲関係について

枝幸漁業協同組合による「ホタテ
貝無料配布」について
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定例会のあらまし定例会のあらまし
　第２回定例会は、令和６年６月27日に開会し、会期を１日残して閉会し
ました。
　３月定例会以降の議会事務報告を小原議長、行政報告を村上町長、教育行
政報告を小川教育長が行いました。
　一般質問では３名の議員が５項目を、町長及び教育長に質問しました。
　町側から提案された議案は、単行議案３件、条例改正２件、補正予算案２
件、報告事項４件、また議会からは、陳情２件、意見書１件、発議２件を提
出し審議され、本会議において付託した全ての議案を可決しました。
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教育行政報告（小川教育長）

　４月に開設した「こども家庭センター」内
に、不登校児童生徒への支援を行う教育支援
センター「ありのまま」を設置しました。
　不登校は、子どもを取り巻く環境によって、
誰にでも起こり得ることを踏まえ、教育支援
センターでは、悩みを抱えている児童生徒と
保護者が孤立することがないよう、相談窓口
の設置や、相談者に寄り添い積極的に働きか
けるアウトリーチ支援、そして教育支援を実
施しています。

　６月３日から中央コミュニティセンター前
の駐車場で、朝のラジオ体操会が始まり、初
日は46名の参加がありました。
　このラジオ体操会は昭和39年にスタートし、
今年で60年を迎える恒例事業となっています。
　本事業は、ラジオ体操愛好会のご協力によ
り、幼児から高齢者まで多くの町民の皆さん
が、すがすがしい一日のスタートを切ってお
り、町民の健康や体力づくりをはじめ、世代
間の交流促進、そして子どもたちの望ましい
生活習慣の定着を図るために、今後も継続し
ていきます。

　枝幸町立図書館が「令和６年度子どもの
読書活動優秀実践図書館文部科学大臣表彰」
を受賞し、６月４日に宗谷教育局長から表
彰状が伝達されました。
　この賞は、文部科学省が子どもの読書を
推進する活動が顕著な学校や図書館などに
対して表彰している事業です。
　このたびの受賞は、移動図書や読書活動
の機会充実、公式インスタグラムによる情
報発信など、子どもの視点に立った読書活
動の取組が評価されたものと受け止めてお
り、今後も取組を継続していきます。

教育支援センター「ありのまま」について 令和６年度子どもの読書活動優秀実践図書
館文部科学大臣表彰を受賞

朝のラジオ体操会について　
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陳情

報告第６号　寄附採納について

２．ふるさと未来応援寄附　令和５年度実績寄付額区分

意見書
６月定例会の主な議案≪審議結果≫

陳情第３号
　特別養護老人ホーム歌翠園増改築整備に関する要
望書
【陳情者】社会福祉法人歌登福祉会

陳情第４号
　政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める
陳情
【陳情者】北海道を明るくする会

　　　　　　審議の結果、資料配布となりました。

意見書案第１号
　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・
木材産業施策の充実・強化を求める意見書
　提出者　村上守義
　賛成者　小林正浩・賛成者　石川　勝

　本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負
荷の少ない循環型社会を形成するためには、活力あ
る森林づくりや、道産木材の利用、防災・減災対策
を一層進め、ゼロカーボン北海道の実現に資する森
林・林業・木材産業施策の充実・強化を図ることが
必要である。
審議の結果、意見書は採択されました。
【提出先】
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業
大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣　　　　
　　　　　　　　　　

枝幸漁業協同組合
　代表理事組合長　桜　庭　研　兒　様 令和６年４月12日冷凍毛がに4㎏ 10尾

200㎏ オホーツク枝幸うまいもん祭り用として 

枝幸町　　　　　　浜　田　セ　ツ　様 令和６年４月23日

枝幸オホーツクライオンズクラブ
　　　　　　会長　石　橋　美由亀　様 令和６年６月12日

株式会社未来開発コンサルタント
　　　代表取締役　米　通　　　猛　様

現金　50,000円

まちづくり応援事業 799,570,549円58,785件

福祉・医療応援事業 119,252,000円9,053件

子育て・教育応援事業 440,859,000円33,370件

合　　　　計 1,359,681 ,549円101,208件

現金　400,000円

現金　300,000円 令和６年１月31日

福祉のため

子ども達の熱中症対策の一助として 

地域再生法第１３条の２に規定するまち・ひと・
しごと創生寄附活用事業として 

１．指定寄附　寄附者氏名 寄附の種類 寄附年月日 指定寄附内容

寄附額区分 件　　数 金　　　　　　額 

報告済

枝幸町ふるさと未来応援寄附の推移【Ｈ29～Ｒ５】
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金額 件数

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

3億
345万円

3億
4,720万円

3億
6,493万円

5億
8,822万円

2億
6,049万円

6億
4,138万円

13億
5,968万円

18,459件 24,767件 21,175件 43,425件 13,525件 47,390件 101,208件

（千円） （件）

3億
345万円

3億
4,720万円

3億
6,493万円

5億
8,822万円

2億
6,049万円

6億
4,138万円

13億
5,968万円

18,459件 24,767件 21,175件 43,425件 13,525件 47,390件 101,208件

Ｒ５『ホタテ玉冷』
返礼品全体の
92.17％を占める

海産物缶詰・瓶詰
鮭・いくら
珍味
毛がに
昆布
海産物セット
その他

4.09％
0.79％
0.72％
0.51％
0.19％
0.18％
0.79％
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Ｑ：小林議員
　　森林環境譲与税活用事業で旅費100万円と林業
　先進地視察助成金100万円となっているがこの内
　容について。
……………………………………………………………
Ａ：農林課長
　　「スマート林業EZOモデル構築協議会」が林
　業先進地フィンランドで視察研修を実施。当課職
　員と南宗谷森林組合職員各１名が参加します。当
　課職員の部分は特別旅費として100万円、南宗谷
　森林組合の分は、旅費の助成要望があったので理
　事者と協議し、助成金100万円を予算計上してい
　ます。

※スマート林業EZOモデル構築協議会とは
　事務局は北海道水産林務部森林海洋環境局成長産
業課
　ICT技術などを用いた北海道における森林整備・
木材加工流通の省力化・効率化に資する実証事業を
実施している。
　令和２年度に南宗谷森林組合がICTハーペスタを
導入しており、令和５年度より同協議会に参画して
いる。

一般会計補正予算（第１号）4,948万4,000円を増額し、総額126億7,848万4,000円

６月定例会　補正予算Ｑ＆Ａ６月定例会　補正予算Ｑ＆Ａ
第２回定例会での補正予算の質疑内容を要約してお知らせします。

Ｑ：野口議員
　　雪寒建設機械整備事業の財源振替について。
……………………………………………………………
Ａ：建設課長
　　今年度に入り、国の交付金の充当率が減額にな
　るということがわかり、国の減額した分を過疎債
　に充てるということで、財源の振替をしたもので
　す。
　　今回、過疎債に充てることで、町の負担が減っ
　たということでご理解願います。

Ｑ：小林議員
　　枝幸高等学校生徒修学助成事業の生徒輸送業務
　委託料について。
……………………………………………………………
Ａ：学校教育課長
　　歌登地区志美宇丹方面と本幌別方面に在住の枝
　幸高校生徒２名について、歌登バスターミナルま
　での送迎に会計年度任用職員を雇用して行う予定
　だったが、時間帯等が難しく該当者がおらず、４
　月から今月まで職員で対応していました。
　　７月から教育委員会事務職経費の報酬と職員手
　当を減額し、経験のある事業者に送迎を委託する
　ため計上するものです。

Ｑ：村上議員　　
　　林業・木材産業生産基盤強化対策事業の工事請
　負費について、及びこの間伐工事の樹種と林齢、
　伐採率、収入の立木売払収入808万円との関係に
　ついて。
……………………………………………………………
Ａ：農林課長
　 当初、下幌別町有林で天然木の間伐を予定して
　いましたが、一方で有利な補助事業である木材産
　業生産基盤強化対策事業の要望をしていたとこ
　ろ、要望どおりの補助金が割り当てとなったの
　で、事業を組替えてウエンナイ町有林の保安林
　で間伐事業を実施することとして補正予算を計上
　しました。
　　また、トドマツ林齢54年の間伐で、ヘクタール
　あたりの材積50～60㎥を予定しています。
　　伐採率は指定施業要件で35％未満となっていま
　すので、おおむね33％を伐採する予定です。
　　収入については、下幌別町有林とウエンナイ町
　有林との、間伐して生産される素材代金の差引額
　を収入として計上しています。

ICTハ－ベスタは北海道内で20台ほどしか
導入されていない。



一般質問 第２回定例会において、３名の議員が登壇し５項目の質問がされました。
各議員の質問と理事者答弁は次のとおりです。内容を要約してお知らせします。

一般質問の詳しい内容はこちらから
【令和６年第２回定例会（６月27日開会）】

みてね
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野　口　洋　郎　議員
１．子ども医療費の助成について
２．当町におけるパートナーシップ制度の考え方

P７～８

小　林　正　浩　議員
１．枝幸のこどもたちのための部活動の地域移行

P11

遠　山　　　修　議員
１．枝幸町の人口減少問題と移住定住の現状
２．枝幸町の水道管老朽対策

P９～10







９

一般質問
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　　　枝幸町ふるさと創生総合戦略で人口減少・
　　　少子高齢化対策、移住支援事業による人口
減少の克服と地方創生を目指した取り組みは結果
として表れていないのが現状である。
　当議会も、今年３月に枝幸高校１年生と懇談会
を実施し、「移住・定住」をテーマに意見交換を
行った。その中で、生徒から「町としての発信力
の弱さ、地域おこし協力隊の利活用、SNSを利用
した情報発信」など生徒個々にしっかりとした考
えを聞かせていただいた。
　今後も枝幸町の人口減少は進む。行政ばかりで
なく、地域全体でのさらなる取り組みが必要だと
思うが、町長の考えを伺いたい。
　　　町長
　　　ご指摘のとおり、ふるさと創生総合戦略で
は、都市からの移住は進んでいませんが、当町で
は基幹産業である農林水産業を核に、地域産業の
持続が地方創生であると捉え、基本姿勢に「産業
経営基盤の安定強化」を掲げていますが、さらな
る対策として、新しい時代を担う高校生から寄せ
られた貴重な視点も踏まえながら、当町独自の対
策を強化していく必要性を痛感しているところで
す。

問

答

　人口減少対策に特効薬はなく、長い取り組みが
必要であり、地域特性を活かし安心して働ける、
生活できる魅力ある地域をつくるために、ふるさ
と枝幸に思いを持つ方々を積極的に呼び込む移
住・定住施策と情報発信など、幅広い視点に立っ
た横断的な取組を強力に推進していきます。
　　　生徒のお話を聞いていると「第一次産業の
　　　家業を継ぐ」、「学校等で進学をして離れ
るが枝幸に帰ってきたい」反面、「地元には帰ら
ない」など、しっかりとした考えがある。また、
移住・定住については、SNS活用などの情報発信
力のなさなどの意見が生徒からあった。
　このように若い人の意見を取り入れる考えがあ
るか、また、町長にとって住みよい町とは何かを
お聞きしたい。
　　　町長
　　　発信力の弱さは、取り組みが課題だと認識
しています。また、私どもとしましては、若い人
を対象に意見交換など積極的に行っていなかった
のが現状ですが、これからは、若い世代の意見も
聞きながら反映した取り組みを行っていきたいと
思っています。また、住みよい街とは「生活環境
が整い、医療環境が整い、仕事や生活をする周り
の環境がしっかりと整備されていることが大前提
だと思います。

問
遠　山　　　修　議員

枝幸町の人口減少問題と
移住定住の現状

１問目

答

枝幸町ホームページで
会議録と議会の
議決結果等が
ご覧になれます。

枝幸町議会
会議録のＱＲコード

議会日程・審議結果
ＱＲコード

　EOSチャンネルでは議会定例会を
全日程生中継しています。次回の定例
会は９月10～13日を予定しています。
　本会議では議員
の一般質問の他、
条例や予算・決算
などが審議されま
すので、ぜひご覧
ください。

議会を生中継
　　しています
議会を生中継
　　しています
議会を生中継
　　しています



一般質問
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　　　日本各地で法定耐用年数40年を経過した
　　　配水管・導水管・給排水管が存在する。
　今年１月の能登半島地震で水道管が破裂し断
水になった事例は記憶に新しく、老朽管の破裂
についても同じことが起きる。
　当町においても、取水施設整備・浄水場改
修・配水管整備と更新整備事業を行っている
が、施設・管路の中で耐用年数を超え使用して
いるものがどのくらいあり、耐震化に向けた取
組状況と水道管の老朽化・耐震化問題を計画的
に更新する計画があるか尋ねる。
　　　町長
　　　ご質問の「施設、管路の中で耐用年数を超
えて使用しているもの」につきましては、浄水場
施設では、配水池やろ過施設、計装設備などで、
おおよそ半数程度の設備が法定耐用年数を経過し
ていますが、定期点検やメンテナンスを実施しな
がら使用しています。
　今後の「水道管の老朽化・耐震化問題」です
が、今年度「町道栄線」の最終区間の配水管更新
工事を実施し、令和７年度以降は「町道常盤町
線」、「町道仲通線」など水道重要管路を優先的
に配水管の更新工事を計画しています。
　また、配水池につきましては、令和２年度に水
中ロボットによる配水池内部の状況確認を行い、
クラック等は確認できないことから、耐震性につ
いて現時点では問題がありません。今後も継続し
て配水池の状況確認を行う予定です。
　水道施設につきましては、供用開始後75年を経
過し、老朽施設が増加するので、「水道アセット
マネジメント計画」、「水道事業経営戦略」に基

問

答

づいた更新計画を策定する計画です。
　そのうえで、大規模地震の発生による被害等を
想定し、防災拠点・医療機関・避難所等の重要施
設までの配水管の耐震化を図りながら、計画的な
施設更新整備と日常的な点検・維持管理を行い、
町民の皆さまへ良質で安全な水を供給していきま
す。
　　　漏水調査でAI技術や人工衛星からマイクロ
　　　波を照射して調査している自治体もあると
聞いている。工事の優先順位と漏水調査について
詳細に教えてほしい。
　また、道路改良に合わせて導水管等の改修はあ
ったが、最近、そういう道路工事もなくなってき
ている。それに合わせて、使っている資材の種類
も昔と比べて数多くあり、高いものは将来かなり
長く持つ。町民にとって水がない生活はあり得な
いし大変なことになるので、町民の安全安心に関
わる部分なので、考えていただければと思う。
　　　水道課長
　　　現在、漏水調査につきましては、委託によ
り、夜間、音聴棒による調査で行っています。
　漏水調査のAI技術や人工衛星の調査では、費
用は高額で、管の場所の誤差が生じると聞いてい
ますので、効率的な調査を研究していきます。
　配水管の更新工事につきましては、水道管単独
で入れ替えとなりますと、どうしても工事費が非
常に割高になってしまいますので、道路の改良工
事に合わせて行っているのが現状です。
　老朽管も、年々増えてくるような状況になりま
すので、なるべく費用のかからない方法で、使用
する資材の方も口径の太い管、道路の下に入って
いるところではダクタイル鋳鉄管を使用しなが
ら、割高ではありますが耐震化も念頭に、長く維
持管理しやすい管を使いながら、今後も老朽管の
更新をしていきたいと考えています。

問

答

枝幸町の水道管老朽対策

遠　山　　　修　議員
２問目

　議会はどなたでも傍聴することができ
ます。
　本会議では議員の一般質問の他、条例
や予算・決算などが審議されます。
　議員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。

を議 会を議 会 傍 聴傍 聴 しませんかしませんか
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一般質問

えさし 議会だより No.69 令和６年８月29日発行

　　　日本では、2022年に「こども基本法」が
　　　成立し、子ども権利条約の4原則を、①差
別禁止　②子どもの最善の利益　③生存と発達の
権利　④子どもの意見尊重と定めた。
　また、2023年には「こども家庭庁」を発足さ
せ、「こども大綱」を策定し、すべての子どもが
暮らしやすい社会の実現を図るとしている。
　この事実を踏まえて質問するが、政府は、学校
部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向
けた環境整備を、令和５年から７年までの３年間
を改革推進期間として自治体に求めている。
　まずは、休日を中心に環境整備し、平日の環境
整備はできるところから取り組むとしているが、
枝幸町のこれまでの進捗状況と今後の取組内容・
スケジュールについて教育長の所信を伺う。
　子どもたちの意見の尊重、保護者の考えや地域
クラブの思い、学校の考えもあり、これを調整で
きるのは教育委員会しかなく、子どもの権利を守
るため積極的な取組が必要と思うが、教育長の所
信を伺う。
　　　教育長
　　　部活動の地域移行に係るこれまでの進捗状
況は、スポーツ団体との個別協議や各中学校との
意見交換など内部調整を行ってきています。　令
和６年度は「陸上」と「男子バスケットボール」
が地域クラブを設立し、中体連の大会に出場しま
す。
　しかしながら、各中学校、保護者の代表、スポ
ーツ協会、スポーツ少年団、文化協会等で構成す
る検討会議の開催には至っておらず、全体の調整
に遅れが生じている状況です。
　文部科学省のガイドラインでは、まず休日にお
ける地域の環境整備を着実に推進することが示さ
れており、当町としても令和７年度末を目途に段
階的な移行を進めていきたいと考えています。
具体的には、検討会議の開催を今年夏までに予定
しており、現状と課題を共有し、今後の方向性に
ついて議論を深めます。
　部活動の地域移行は、スポーツ団体などの協力
が必須で、指導者の確保、生徒の移動手段、保護

問

答

者・生徒の合意形成など解決しなければならない
課題も多く、学校・生徒・保護者等への理解をし
てもらうことが重要で、子どもたちの意見や保護
者の考え方のなどの把握に努め、協議、検討のベ
ースにしていく考えです。
　将来にわたり、子どもたちがスポーツや文化芸
術活動に継続して親しむことができる機会を確保
するため、関係団体と緊密に連携して対応しま
す。
　　　陸上やバスケットなどで先行的にクラブ移
　　　行するということで、非常に安心している
が、その他のクラブや少年団からのアプローチや
相談は今のところあるか。
　　　社会教育課長
　　　スポーツ団体として、野球少年団、サッカ
ー協会のほうとも少し話をしていて、実際、その
ような形で出来るか出来ないかというところまで
はいっていませんが、協議はしている状況です。
　　　指導者の確保や報酬という問題が出てくる
　　　と思うが、現在の段階で言えるところがあ
れば。また、拠点校を作る場合、生徒の移動につ
いてどのように考えているか。
　　　社会教育課長
　　　指導者の確保がなかなか難しく、各スポー
ツ団体と協議して模索していきたいと考えていま
す。
　報酬については、国からのガイドラインは出て
いませんが、他の自治体等を参考にしながら、今
後、検討会議で考えていきたいと思っています。
　拠点校への移動は大変大きな問題であり、各団
体と相談しながら進めていきたいと思っていま
す。
　　　地域移行が進んでいるところは、教育長を
　　　中心に教育委員会も課の垣根を外して一丸
となってやっているところである。当町としても
課の垣根を外して全体で取り組んでもらえるのか
どうか。
　　　教育長
　　　現在は、社会教育課が中心となってやって
いますが、教育委員会としても学校教育と社会教
育が密接に関連性のあ
るものなので、教育委
員会全体でこの問題に
取り組んでいかなけれ
ばと思っています。

問

答

問

答

問

答

小　林　正　浩　議員

枝幸の子どもたちのための
部活動の地域移行
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≪審議結果≫
第２回臨時会（５月29日）

専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町税条例の一部を改正する条例） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町固定資産税の課税免除の特例に関する条例の一部を改正する条例） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例等の一部を改正する条例）

原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（枝幸町育英資金貸付条例の一部を改正する条例） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度枝幸町一般会計補正予算） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算） 原案承認

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度介護保険事業特別会計補正予算） 原案承認

工事請負契約について　
（歌登地区一般廃棄物最終処分場改修工事）
　契  約  金  額　　５１，１５０，０００円
　契約の相手方　　田中・安部経常建設共同企業体　

原案可決

工事請負契約について　
（教職員住宅建設建築主体工事）
　契  約  金  額　　５５，５５０，０００円
　契約の相手方　　高橋建設株式会社　

原案可決

工事請負契約について　
（公営住宅北栄団地８号棟建設建築主体工事）
　契  約  金  額　　９３，５００，０００円
　契約の相手方　　井手上・長谷川経常建設共同企業体

原案可決

工事請負契約について　
（枝幸町デジタル防災行政無線整備事業）
　契  約  金  額　　３７９，２８０，０００円
　契約の相手方　　石岡・梅津経常建設共同企業体

原案可決

公有財産の取得について
（雪寒建設機械（小型ロータリ除雪車）購入）
　取　得  金  額　　３６，７４８，８４０円
　取得の相手方　　北海道川崎建機株式会社名寄支店

原案可決

公有財産の取得について
（電子計算機器（端末系）購入）
　取　得  金  額　　５１，４８０，０００円
　取得の相手方　　有限会社　三浦書店

原案可決

寄附採納について 報告済み

承認第１号

承認第２号

承認第３号

承認第４号

承認第５号

承認第６号

承認第７号

承認第８号

承認第９号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

報告第２号

報告第２号 寄附採納について（報告）

議員派遣の件について 　決定

シンガポール　　Engfee　Lew
寄附者 寄附の種類

現金　35,000円１．一般寄附
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　令和６年５月23日（木）に利尻町交流促進施設「どんと」で開催された宗谷管内町村議会議員研
修会に当町議会議員10名が参加しました。
　北海道議会事務局議事課　課長補佐　加藤　和久氏による「北海道議会におけるデジタル化の取
り組み」について講演をいただきました。
　議会に係る手続のオンライン化などを内容とする地方自治
法の一部を改正する法律が令和５年４月26日に成立し、令和
６年４月１日から施行されており、今後の議会のデジタル
化・オンライン化に向けての参考となりました。
　また、研修会後には利尻町カムイウィスキー蒸留所等を見
学しました。

えさし 議会だより No.69 令和６年８月29日発行

宗谷管内町村議会議員研修会に参加しました。宗谷管内町村議会議員研修会に参加しました。

　令和６年７月２日（火）に札幌市（札幌コンベンションセンター）で開催された北海道町村議会議
員研修会に当町議会議員９名が参加し、次の２氏より講演をいただきました。
　気象予報士　森　郎氏による「札幌が東京より暑くなる！？～加速する気候変動」では、地球温暖
化の進行による気候変動が起きている中、フェーン現象の影響で、札幌市の最高気温の過去からの推
移を見ると上昇率が高くなっており、近い将来、東京や沖縄を追い越してしまう可能性もあるとのこ
とで、温暖化抑制として、CO2吸収力が高い昆布・マングローブなどの海藻の増繁が効果的とのこ
とでした。
 元衆議院議長　大島　理森氏による「人口減少と市町村の重要性・民主主義について自省を含めて
の所感」では、少子高齢化の影響により、日本全
体の人口が減少傾向にある中、1990年（平成２年）
の「出生率1.57ショック」以降、国においてエン
ジェルプランを策定するなどの取組みを展開して
きたが、2023年（令和５年）の出生率は「1.20」
と最低を更新しています。
　国では、50年後の日本人人口を８千万人とう
たっているが、１億人にとどまりたいという議論
がほしいし、地方自治体において、自立しつつも、
得意とする分野（産業・福祉・医療等）を出し合
って助け合うという広域的なまちづくりといった
形が必要になってきているのではないかとのこと
でした。

北海道町村議会議員研修会に参加しました。北海道町村議会議員研修会に参加しました。

気象予報士　森氏
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鷹栖町議会行政視察研修を実施しました。鷹栖町議会行政視察研修を実施しました。

　７月21日（日）鷹栖町住民センターふらっとで開催されたフォーラムへ参加しました。
　大正大学 江藤敏昭教授、法政大学 土山希美枝教授を招いて、鷹栖町議会、芽室町議会が実施して
いる議会改革の取組の事例発表、「北海道の議会改革のこれから」と題して、両教授からの講話があ
りました。

議会 対話による地方議会活性化フォーラム
in 鷹栖へ参加しました。

議会 対話による地方議会活性化フォーラム
in 鷹栖へ参加しました。

　令和６年７月４日（木）に鷹栖町議会を訪問し、全国議会広報コンクールで優良広報表彰を受賞さ
れるほど注目度の高いチラシ風の議会広報誌をはじめ、議会の土曜日開催、ジャポニカ学習帳風デザ
インの議会傍聴ガイドブックの議会傍聴者への配
付、一般質問の通信簿制度、地域懇談会の実施など
の取組についてご教示いただきました。
 鷹栖町議会においては、これまで３期連続無投票当
選の状況を問題視し、令和元年度よりこれらの取組
を展開したことで、徐々に町民の議会への関心度が
高まり、令和５年４月執行の町議会議員選挙では、
定数12名のところ14名が立候補し、16年振りの選挙
戦となっています。
 当議会においても、これらの取組を参考に、２年後
の町議会議員選挙を見据えながら、議会改革の取組
を展開していきます。

議会事務局のメールアドレス ▶ gikai@esashi.jp 

議会について町民の皆様からの
ご意見を募集しています。
議会について町民の皆様からの
ご意見を募集しています。
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令和６年６月13日（木）に所管事務調査を実施し、次のとおり、町側から４件
の案件について説明を受け、協議等を行いました。

総務文教常任委員会 担当所管：企画課・学校
教育課・社会教育課総務文教常任委員会 委 員 長　小林正浩

副委員長　徳保喜幸
委　　員　清水顕志
委　　員　野口洋郎
委　　員　遠山　修
議　　長　小原　仁

委 員 長　小林正浩
副委員長　徳保喜幸
委　　員　清水顕志
委　　員　野口洋郎
委　　員　遠山　修
議　　長　小原　仁

１．バス運行時刻の改正について〔企画課〕　
　今年４月からの道北バス、宗谷バスの運行休止や時刻改正の背景として、全国的な課題である人手不
足に加え、2024年問題と称される労働規制の強化、バス業界の現状と規制強化の内容について説明が
あった。
　働き方改革の一環で、働く人の労働負担が軽減される一方で、少ない人員で業務を維持してきた業界
などは業務そのものに影響が生じ、利用者の方々へも影響が及んでいる。
　宗谷バスにおいて、本年８月１日から、運転手の拘束時間の短縮などを目的に次のとおり時刻改正を
行う。

　今年４月より、道北バス運行のえさし号旭川線が休止となったことで、これまで名寄市立病院を13時
15分に出発できた利用者の方が、宗谷バス運行の旭川線の17時45分まで帰ることができない状況が生
じ、札幌線のえさし号を名寄経由で運行できないか利用者から改善要望があったが、運転手の勤務時間
等の関係で困難であることから、代替案として、名寄からＪＲで音威子府まで移動していただき、札幌
線のえさし号に乗車することが可能であることを利用者の方へ周知している。
　また、８月１日からの旭川線の運行時刻改正により、名寄発が改正前より１時間早い16時45分とな
ることで、枝幸到着も１時間早い18時35分となる予定である。

２．各小中学校におけるコミュニティスクールの状況について〔学校教育課〕
　コミュニティスクールとは、学校運営協議会を設置した学校を言い、学校と地域住民などが力を合わ
せ、子どもたちのよりよい環境づくりに取り組み、地域とともにある学校を目指すための仕組みであ
る。地域住民や保護者などから構成された学校と地域が一体となった特色ある学校づくりが町内各学校
で進められている。

　当町の学校運営協議会は、枝幸小学校、枝幸中学校、歌登地区は歌登小学校と歌登中学校が合同で設
置、枝幸南中学校、音標小学校、風烈布小学校が設置済み。
　未設置の目梨泊小学校、岡島小学校、山臼小学校は、学校運営の必要な協議はＰＴＡ等で行われてい
る。

（１）所管事務調査

旭川線（えさし号）
運行：宗谷バス

■復路（旭川→枝幸）
【変更前】旭川駅前16：00 ▶ 名寄病院17：45 ▶ 枝幸ターミナル19：35
【変更後】旭川駅前15：00 ▶ 名寄病院16：45 ▶ 枝幸ターミナル18：35

※１時間繰り上げ

音標・雄武線
運行：宗谷バス

■郡界行４便【変更前】枝幸ターミナル18：40 ▶ 郡界19：25
　　　　　　【変更後】枝幸ターミナル18：20 ▶ 郡界19：05 ※20分繰り上げ

浜頓別線
運行：宗谷バス

■枝幸行４便【変更前】浜頓別ターミナル17：28 ▶ 枝幸ターミナル18：13
　　　　　　【変更後】浜頓別ターミナル17：15 ▶ 枝幸ターミナル18：00 ※13分繰り上げ

歌登線
運行：枝幸町

■歌登行４便【変更前】枝幸ターミナル18：30 ▶ 歌登ターミナル18：50
　　　　　　【変更後】枝幸ターミナル18：10 ▶ 歌登ターミナル18：30 ※20分繰り上げ

※停留所は主要な箇所のみ変更内容

教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、教育委員会に意見を述べることができる。
また、学校の課題解決や教育活動の充実のため、校内体制の整備充実を図る観点から、教職員の任用に関
して教育委員会に意見を述べることができる。

教育委員会又は校長に意見を得ることができ、学校運営全般について主体的に意見を述べることができ、
個人の意見ではなく、保護者や地域住民などによる合議体として意見を述べる。

校長が作成する学校の基本方針を承認し、学校運営ビジョンの共有にあたり、学校・地域住民・保護者が
互いに当事者として協働する。①

②

③

担当所管：企画課・学校
教育課・社会教育課
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３．教職員の配置状況について〔学校教育課〕
　教職員の配置状況については、枝幸小学校のみ１名不足しており、他校については充足されている。
　休職者がいる学校についても、代替の先生が補充されている。
　令和６年度から令和11年度までの各個別児童生徒の見込み推計では、少子化の影響から、令和６年度
と令和11年度との比較で、小学校では23名の減、中学校では22名の減が見込まれている。
　教員不足は全国的な問題であり、北海道の教員配置においても道教委の志願者数の減少幅が大きく、
小学校で前年度より182人減の469人、中学校で132人減の770人と、教員配置については益々難しく
なっている。
　文部科学省調査では、教師不足が起きた要因として、産休・育休取得者の増加、特別支援学級の増
加、病気休職者数の増加となっている。さらには、精神疾患による病気休職者の増加があり、長時間勤
務や様々な要因が重なり精神疾患になる教員も多く、教員を取り巻く環境は非常に厳しい状況にある。

４．部活動のあり方と地域移行について〔社会教育課〕
　部活動の地域移行について、これまで部活動の指導は中学校の教員が担ってきたが、今後は、地域団
体等に担ってもらい、地域活動に位置づけられることとなる。
　地域移行が求められる背景として、生徒数の減少に伴う部活動の縮小、教職員の減少と業務負担増な
どがあり、まずは、休日の部活動を優先して段階的に地域移行しようとするものである。
　段階的に地域移行するにあたり、課題への対応の一つとして、部活動の拠点校方式への移行について
検討を予定しているが、移動手段をどのようにするかが共通の課題となる。
　今後、検討会議を開催して課題等を把握し、令和７年度は、取組方法を具体化し、関係機関と調整を
進めていく。

令和６年６月14日（金）に所管事務調査を実施し、次のとおり、町側から３件
の案件について説明を受け、協議等を行いました。

産業厚生常任委員会 担当所管：保健福祉課・
観光課産業厚生常任委員会 委 員 長　石川　勝

副委員長　田口修三
委　　員　岩谷隆行
委　　員　渡辺明徳
委　　員　村上守義
委　　員　秋川祥雄
議　　長　小原　仁

委 員 長　石川　勝
副委員長　田口修三
委　　員　岩谷隆行
委　　員　渡辺明徳
委　　員　村上守義
委　　員　秋川祥雄
議　　長　小原　仁

（１）所管事務調査

担当所管：保健福祉課・
観光課

１．高齢者福祉施設（歌翠園）整備事業について〔保健福祉課〕
　介護施設の中核となる特別養護老人ホームは、枝幸・歌登両福祉会が一体となり、100床規模の施設
を国保病院の隣接地に整備し運営する案なども検討してきたが、最終的に、特別養護老人ホームの増改
築により運営継続を図るものとした。
　今年４月に歌登福祉会から「歌翠園増改築要望書」の提出を受け、その内容は、設備老朽化と災害の
備えについてや財政支援を要望するもので、改修内容は、入所者の安全対策を最優先する改修とし、入
所者負担や資金面も考慮した必要最小限の改修・増築にとどめ、早期完成を目指すものである。
　事業主体は社会福祉法人歌登福祉会
となり、今年度は、歌登福祉会の自主
財源で基本設計業務委託により増改築
内容や事業規模等を作成し、来年度に
実施設計、令和８年度に改修工事を行
う予定となっている。
　なお、増改築事業の財源については、
国庫補助金等を活用することで協議を
進めていく。 改修が計画されている、高齢者施設「歌翠園」
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神奈川県横浜市で開催された「ふるさとチョイス大感謝祭」

２．ふるさと応援寄附の実績等について〔観光課〕
　昨年度のふるさと未来応援寄附の実績等については、令和４年度の２倍となる13億5,900万円と過去
最高額となった。
　その要因としては、各事業所のふるさと納税への積極的な協力、ふるさと納税制度の改正に伴う駆け
込みの寄附が増加したこと、令和４年９月から実施のヤマト運輸と連携したバルク輸送方式により、水
産加工業者の発送作業に係る負担軽減や作業効率が高まったことなどが挙げられる。
　過去３年間の返礼品希望状況は、海産物が例年上位であり、特に「枝幸ほたて」の玉冷が全体の約
92%と非常に大きな割合を占め、寄附者からもは、「肉厚で、甘くて、美味しい」と好評を得ており、
リピーターが多いのも特徴である。
　都道府県別の寄附状況は、首都圏が中心となっており、昨年度実施した主な取組では、11月10日・
11日に神奈川県横浜市で開催の「第９回ふるさとチョイス大感謝祭」に参加し、枝幸ほたてのPRを実
施した。
　また、昨年11月から開設の「ふるさと納税LINE公式アカウント」では、友だち追加したユーザーに
対して、最新情報を掲載し、寄附のきっかけに繋げている。

３．保養施設等の令和５年度の運営状況について〔観光課〕
◇ホテルニュー幸林の運営状況
　宿泊部門は、平成29年度以来２万人を超える２万226人の宿泊者数となった。
　入浴部門は、９月に温泉ポンプが故障し、12月の改修工事が完了するまでの間、真水の沸かし湯の営
業であったが、入浴者数は、前年実績を上回り、５万2,759人の利用者数となった。
　レストラン部門は、行動制限解除後の宴会需要増などから、利用者数並びに食堂売店収入が平成29年
度以降では最高の実績となった。
◇うたのぼりグリーンパークホテルの運営状況
　宿泊部門は、前年度と比較して704人宿泊者数が減少した。11月にボイラー改修工事のため８日間休
業したこと、10月より人員不足から土日を素泊まりのみの営業としたことが影響し、４ヶ月間で、前年
同期と比較して840人減少した。
　入浴部門は、前年度実績を超える入浴者数なって
いる。
　レストラン部門は、10月から土日を定休日とす
る営業体制が続いていた中で、宴会需要が伸びたこ
とから、前年度実績を超える利用者数となった。
◇南宗谷ゴルフ場の運営状況
　令和５年度の南宗谷ゴルフ場は、５月３日の営業
開始から11月５日のクローズまで事故もなく営業
を行うことができたが、利用者数では前年度対比で
430人減少し、3,779人の利用者数となった。

ホテルニュー幸林の
ホームページQRコード

うたのぼりグリーン
パークホテルの

インスタグラムQRコード

枝幸町ふるさと納税
LINE公式アカウント

ふるさと納税LINE公式アカウント開設

友だち数：2,718名
※令和６年４月末現在

友だち追加をした
ユーザーへ、返礼品
の最新情報を直接
届けるためLINE公式
アカウントを開設
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　　　　　　　　　　　　　この夏、歴史的建造物とセーヌ川を交えて熱いステージに変貌した魅惑の街パ
　　　　　　　　　　　　リにおいて、オリンピックが開催されました。
　時差の関係で真夜中に競技が行われることも多いため、寝不足の日々が続き、すっかり身体の調子が狂っ
たのは私だけでしょうか？
　少子化により、スポーツ活動や学校部活動の縮小が問題となっている今日、この度の日本選手のメダルラ
ッシュなど数々の活躍を見て、枝幸町の子ども達が、将来、各スポーツ選手の輩出につながればという思い
にふけっていました。
　今、「学校部活動の地域移行」がスポーツ庁から改革推進が求められています。
　少子化により、学校単位では十分な部活動ができるだけの人数が集まらない現状をはじめ、教員の業務負
担の軽減といった働き方改革などが背景にあります。
　今後、地域団体や地域クラブで部活動の指導を協力することとなりますが、ただ、教員の中にも、部活動
の指導を楽しみに教員を目指した方もいることは私も知っています。
　両者一体でお互いに協力を求めながら、子どもたちの未来に少しでも貢献できれば、きっと良い方向に向
かうものと私は信じます。
　また、地域において、スポーツを楽しむ子どもが減っているように感
じますが、スポーツを通じて良い仲間が出来ます。このオリンピックを
見て、少しでもスポーツを楽しむ子ども達が増えてくれることを期待し
ています。
　何はともあれ、全世界の方々が、「平和と希望の象徴」であるオリン
ピックを安心・安全に楽しむことができたことは何よりです。
　ただ、この「議会だより」が皆様のところに届く頃には、オリンピッ
クは終わっていますが、引き続き、パラリンピックが行われていますの
で、日本選手の活躍に期待します。（副委員長　Ｋ・Ｓ）　　

編 集 後 記

広報編集特別委員会
後期担当

委 員 長　 石川　　勝
副委員長　 清水　顕志
委　　員　 岩谷　隆行
委　　員 　野口　洋郎
委　　員　 田口　修三

次回の定例会のご案内 ９月10日（火）～13日（金）を予定しています。

枝幸町議会会議規則、委員会条例等の一部改正、枝幸町議会会議規則及び委員会条例に関連する規則の
制定について

　地方自治法の一部改正により「議会に関連する手続きのオンライン化に関する事項」が定められたこ
とに伴い、次の規則・条例等の一部改正、関連する規則に制定について協議した。
｠
　１．枝幸町議会会議規則の一部改正
　２．枝幸町議会会議規則運用例規程の一部改正
　３．枝幸町議会会議規則第32条第４項及び第101条の２に規定する通知に関する規則の制定
　４．枝幸町議会委員会条例の一部改正
　５．枝幸町議会オンラインの方法による委員会参加等に関する規則の制定
　６．枝幸町議会傍聴規則の一部改正
｠
　両常任委員会における協議の結果、以上の規則・条例等の一部改正、関連する規則に制定については
取り進めることとし、６月24日開催の枝幸町議会運営委員会において改めて審議していくことで決定し
た。
※６月27日開会の第２回定例会において、会議規則及び委員会条例の一部改正が可決され、上記６件に
ついては、同日付で施行しました。


